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やはりその官製的な色彩をぬぐ
な孫文先生のように娩節を会う会で、国際的な非スターリン化

いがたい。
，

ずることが大切だ」と強繭した
の潮流のもと、
個人家持の弊答

一方、節小平氏は、そのしぶ
のであるが、まさにこれ
か凶a・を毛沢東主席の限の前で説いた

とい個性と政治生命力を最後ま－指しの批判にさらされようとし
のも郷小平氏であった。それは

で印象づりた。事件直前におこ
ていた劉少奇民はいらいらし℃
どの一貸住において邸小平民が

なわれた清華大学での糾弾集会
禁煙のはずの人民大会堂の謹上
まさにH反面教師Hの役割を担

去る凶月五日の天安門前広場
までにも実際の政治的序
列とし
付朝刊）述べたので、ことでは
では、「ワシは老人で耳が速
でたてつづけに燦車を？一本も吸
って中国民衆に教えたのは、

におげる大衆騒乱以来、ちよう
てはそれが存在したが、しかし
くりかえさないが、事件の潜在
い。君たちがいっていることは
ったのにたいし、同じ郷小平氏
「貧困のユートピア」を求める

ど二週間か過ぎた。この問、中
「第一副主席」というポストは
的
差はたんに北京のみではな
とんとわからないよ」と最後ま
は憤然とした表情で聞く耳を持
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七日には、中国共産党中央政治
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主席就任が打ち出された。こ
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うした決廷はすべて「われわれ
現行先規約にも記されていない
く、広く中凶
全土に
わたってい
で挑判をはねつけたようであ
たぬかのように績を向いていた

4議機織饗句、

の偉大な指導者毛主席の提案に
ものである。

たようである。現に河南省の鄭
る。私は今回の都小平氏の一言動
のである。

毛沢東政治にかわって「豊かさ

基づき」というHお墨付きHを
こうした異例の治躍を急滋と
州市でも清明節に同様の事件が
を見ていて、かつて一九六六年
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の現実」への道があり得るこ

得ておこなわれたものであり、
らざるを得なかったほど、天安
発生し、そとでは死者も出たこ、秋の文化大革命高揚期に、北京
とのドラマは、私の最初の訪
と、家父長的側近政治にかわっ

現行懲法ならびに党規約上の
門事件が党中央、つまb文革派
とが確認された。

の人民大会堂で関かれた孫文生
中時に私の限前で展開されたも
て政治の公共佑が必要であるこ

所定の手続き壱経たものでは
のリーダーたちに与えた衝師事と
そうした事態のあとだけに、
誕百
周年記念大会に私自身が参
のであっただげに印象あざやか
と、「毛沢東思想」に自己陶酔

ない。いか応急速かつ条件反射
動婦は大きかったといわねばな
いま中国では全国各地、各部門
加した際のことをいくたびか想
に脳裏に残ってい石のだが、結
ずる中国のかわりに、近代的な

的な対応措置であったかがうか
らない。

で今回の党中央の決定を支持す
い起こした。そのとき演説に立
局、甑小平氏は一貫して毛
沢東
強閣としての中国を目指すべき

がえよう。「党竺副主席」と！
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lるデモや集会が盛んにおこなわった周恩来首相は壇上
皇
室
撃にたいする批判者であった
とと、「閉ざされた中国」から

いうようなポストを明記したの
との事件の性格については、
れている。じかし、このような・国家主席（当時）や鄭小平党
のである＠そういえば、かつ℃
「関かれた中国」への移行が必

も前例のないことであり、ζれ
私は
すでに本紙でも（四月七日
党中
央支持のキャンペーンは、

総嘩問記を繊自に「
革命家は偉大一九五六年の中国共産覚八金大
然であるζと等々
であったよう

な気がする。0・iijO
とのように見るならば、部小

平氏は今回の事件によって政治

的にはついに失墜したが、震後

まで自己の主張を寅くζとによ

って、際史的・社会的には、
来ー

たるべき毛沢東以後の時代への

捨て石にみずからなろうとした

のかもしれない。

一連の政治の嵐がすぎ去ったe

いま、中国民衆の多くは、官製

的忍アモや集会の外にあって、

文化大革命以来をとってみても

再三再四にわたる政治的流動の

果℃についに起ζった今回の事

件の意味を、深く自問自答し℃

いるのではなかろうか。そこに

重く沈殿する民衆の意識ζそ、

やがて中国の将来を動かしてゆ、

くにちがいない。

それにしても、今閣の
天安門

事件の真の演出者ははたして雑

であったのか。ζの関いに答え

られるまでには、まだまだ時間

がかかりそうである。
（東外大助教授）


